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東北四⼤夏まつり 

ねぶた祭は市あげてのお祭り 
8月5日から8日まで東北四大夏祭りにツ

アーで行ってきました。 

5 日甲府駅からかいじに乗り、東京駅の東

北新幹線のはやぶさ 387 号で、添乗員さん

と合流、盛岡駅で降りました。観光バスに

揺れながらガイドさんの話をききながら早

目の夕飯になります。青森駅の近くで降ろ

され、先ずは青森市民ホールを案内してい

ただきました。そこでテレビの実況中継に

出演の可愛いねぶた娘さんと記念写真を撮

ってもらいました。席ができるまで準備中

のねぶたや広告塔の山車を見学し、屋台な

どを覗いて待っていました。観覧席に着く

と直径４ｍもある大太鼓が来ました。太鼓

の上に座って長い竿のようなバチでたた

き、下には 3 人で細かく打ちならします。

まわりには笛を20人ほど吹いてにぎやかで

す。先導係りが最初で、広告塔の前ねぶた

が来て、マイクを持った方が音頭を取り、

後ろに長い竹竿で飛び出さないようにと仕

切られた大勢の子供たちや若者がハネトの

衣装を着ています。次に大がかりのねぶた

は台にのっていて、その台の前後に各 20 人

ほどの若者がぐるっと回わり、まるで見え

を切るような仕草になって、迫力あるもの

に見せてくれます。そのあとに太鼓が一列

に 5 台ほど並び力強く打ち鉦をたたき、笛

を吹くはやし方が続きます。特に印象的な

のは沢山のお父さんが 2 歳ほどの子を連れ

てハネトの中に混じっていました。こんな

小さい時から連れてくるならねぶたを好き 

になると納得しました。２０台もの大きなね

ぶたが続き、子どものねぶたもありました。

すごいエネルギーをもらいました。安比温泉

ホテルに着いたのは、12 時で、部屋には夜

食がありました。 

2 日目はお昼前にバスに乗り、角舘に行き

武家屋敷を見学、樺細工伝承館の 2階にある

喫茶室でカキ氷をいただき、稲庭うどんを買

ったりしました。早目の夕食をいただくホテ

ルに着き、秋田の竿燈まつりの会場近くの臨

時トイレの所に案内されました。準備の時竿

燈が地面に置かれローソクに火を付けます。

皆さんチャッカマンを持っていて、技を休む

時間の時につけたりしていました。あきたこ

まちと太鼓を載せた車を先頭に竿燈が数台

続きます。子どもの竿燈も加わっています。

竿燈は長さ 12m 重さ 50 ㎏もあるのを器用に

額や腰に載せ重心を取ります。最後の方にな

ったら、1ｍ以上もある竿を次々と継ぎとて

も高くなり、そのしなりは圧巻でした。終わ

りにドロンで、金魚、稲穂、竿燈などの絵や

「どっこいしよ～！」の字も写しました。 

山県花笠まつりは、指定席はなくて、早目

に着き自由行動でした。紅やさんのお蔵造り

の三百坊でおそばと芋煮をいただきました。

廊下に京都で買ったという金箔でとても凝

った厨子があり、蔵座敷は重厚で、刺股など

が欄間の下に飾ってありました。 

仙台の七夕祭りは、あまりの大勢な人なの

で朝早く見た方がいいですよというアドバ

イスがあったので、朝早く行ってみました。

手が込みカラフルで数多くの飾りが見事で

した。小中学校の生徒さんが折ったという７

万８千羽の千羽鶴も見事でした。牛タン炭火

焼き定食を食べ満足しました。  

  

 

 

 


